
災害・メンテナンス分野での地方自治体支援

道路構造物の悩みごと相談承ります

－老朽化・被災時の地方自治体支援－
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道路構造物研究部長 福田 敬大

令和2年度国総研講演会
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これまでの経緯
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道路の老朽化対策に関する取組みの経緯
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道路の老朽化対策の本格実施に関する提言
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省令・告示の施行、点検要領の通知
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道路橋定期点検要領（H31.2）
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定期点検が一巡して明らかになったインフラの現状
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一巡目の点検結果（橋梁）
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２巡目（2019年度）の点検実施状況

※（ ）内は、2019年度末時点管理施設のうち点検の対象となる施設数（撤
去された施設や上記分野の点検の対象外と判明した施設等を除く。）

※四捨五入の関係で合計値が100％にならない場合がある。

橋梁、トンネル等の点検実施状況（2019年度）

１巡目（平成26～30年度）の点検実施率

〇例えば、橋梁は２０１４（Ｈ２６）年度に比べ８ポイント増加するなど、点検が１巡目より進捗。
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道路管理者別の遷移状況（道路管理者別）

※（ ）内は、1巡目点検（2014年度）の結果が判定区分ⅠまたはⅡとなった橋
梁のうち、修繕等の措置を講じないまま2019年度に点検を実施した橋梁の合
計。

※四捨五入の関係で合計値が100％にならない場合がある。

橋梁の点検結果の遷移状況

〇１巡目の２０１４年度点検で健全又は予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態
（判定区分Ⅰ・Ⅱ）と診断された橋梁のうち、修繕等の措置を講じないまま、５年後の２０１９年度
点検において、早期又は緊急に措置を講ずべき状態（判定区分Ⅲ ・Ⅳ）へ遷移した橋梁の割合
は全道路管理者合計で５％。

2014年度の橋梁判定区分の割合

３５％

０．１％

１５％

５０％
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判定区分Ⅳの橋梁の措置状況

54%

(293)

1%

(5)

19%

(105)

26%

(140)
2017年度

判定区分Ⅳの

橋梁

543橋

49%

(365)

1%

(6)

18%

(131)

24%

(180)

8%

(58)

2018年度

判定区分Ⅳの

橋梁

740橋

54%

(435)

1%

(9)

14%

(113)

22%

(182)

9%

(73)

2019年度

判定区分Ⅳの

橋梁

812橋

修繕・掛替 機能転換 対応未定 撤去・廃止中（予定含む） 撤去・廃止済等

〇２０１９年度末時点で判定区分Ⅳと診断された橋梁は、８１２橋となり、前年度より７２橋増加して
おり、その対策として、撤去又は廃止された橋梁も２５５橋（予定含む）と前年度末より１７橋増加。
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※2014～2018年度に点検診断済み施設のうち、判定区分Ⅲ・Ⅳと診断された施設で、修繕等措置（設計含む）に着手（又は工事が完成）した割合（2019年度末時点)

判定区分Ⅲ、Ⅳの橋梁の修繕等措置の実施状況

〇１巡目点検で早期に措置を講ずべき状態（判定区分Ⅲ）又は緊急に措置を講ずべき状態
（判定区分Ⅳ）と診断された橋梁で、２０１９年度末までに修繕等の措置に着手した割合は、
国土交通省：６９％、高速道路会社：４７％、地方公共団体：３４％。
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ステップアップに向けての「予算」・「人材」・「技術」の支援



13

92%

63%

0.2%

0.3%

8%

36%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市区町村

(29,708)

都道府県・政令市等

(11,434)

地方公共団体が2019年度に実施した橋梁の定期点検における充当予算の状況

地方公共団体が2019年度に実施した橋梁の修繕における充当予算の状況

※2019年度に委託点検を実施した橋梁のうち、報告のあったＮ=85,273橋を対象に橋梁数ベースで算出。

※2019年度に修繕を実施した橋梁のうち、報告のあったＮ＝41,142橋を対象に橋梁数ベースで算出。

：交付金を充当

：個別補助事業を充当

：地方単独費で実施

98%

95%

2%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市区町村

(56,783)

都道府県・政令市等

(28,490)

点検、修繕の財源の状況

○地方公共団体が実施する橋梁の定期点検費用について、社会資本整備総合交付金を活用してい
る割合は、都道府県政令市で９５％、市区町村では９８％。

○地方公共団体が実施する橋梁の修繕について、交付金または補助事業を活用している割合は、
都道府県政令市で６３％、市区町村で９２％であり、地方単独費のみを充当したものは８％～３６％。
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道路メンテナンス事業補助制度



15

地方公共団体管理橋梁のメンテナンスの状況
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事後保全と予防保全のメンテナンスサイクル
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ステップアップに向けての「予算」・「人材」・「技術」の支援
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地方公共団体の現状（技術者）

〇橋梁管理に携わる土木技術者が存在しない市区町村の割合は、平成26年度と令和元年度
を比較すると、いずれも減少。
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橋梁初級Ⅰ研修
道路橋、横断歩道橋、附属物、シェッド、大型カルバートの定期

点検に関する研修
＜省令に適合する知識と技能を有する者＞

◆省令に定義される知識と技能を有する者が少なくとも必要とする知識と
技能を取得 （診断所見を書くことに特化）
 現地実習及び試験あり

橋梁初級Ⅱ研修
道路橋定期点検要領の「措置」について、その実施（修繕など）に

関する研修
＜道路管理実務者全般＞

◆適切に構造物の状態や原因を評価し，また，技術を評価・適用するため
の要点を概観
道路橋示方書や定期点検要領（措置）について，骨子や趣旨を概観
代表工種の成立させるための力学原理を学ぶ
これらを運用するにあたっての留意事項を学ぶ
座学のみ

道路橋の修繕に係る研修の充実

H26～R1まで
の受講者数

国：
573名

都道府県：
600名
市町村：
2,991名

R２年度より
修繕に特化し
た研修カリキュ
ラムにて実施
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ステップアップに向けての「予算」・「人材」・「技術」の支援
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直轄診断・修繕代行
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直轄診断の例



23

年度 所在地 橋梁名 橋梁諸元 直轄診断後の措置

H26 高知県二淀川町 大渡ダム大橋
補剛トラス吊橋＋単純合成版桁橋 橋長444m
(建設年：昭和58年）

修繕代行事業

H26 福島県三島町 三島大橋
鋼アーチ橋（トラスドランガー橋） 橋長131m
（建設年：昭和50年）

修繕代行事業

H26 群馬県嬬恋村 大前橋
5径間単純RCT桁橋 橋長73m
（建設年：昭和33年）

大規模修繕・
更新補助事業

H2７ 佐賀県唐津市 呼子大橋
PC3径間連続斜張橋＋PC3径間・2径間連続ラーメン箱桁橋
橋長728m （建設年：平成元年）

修繕代行事業

H27 奈良県十津川村 猿飼橋
鋼ランガー桁橋＋鋼単純鈑桁橋 橋長139m
（建設年：昭和49年）

修繕代行事業

H28 秋田県湯沢市 万石橋
9径間RCTゲルバー桁橋 橋長171m
（建設年：昭和14年）

修繕代行事業

H28 群馬県神流町 御鉾橋
5径間単純鋼 Ｉ 桁橋 橋長46m
（建設年：昭和4年）

修繕代行事業

H29 富山県黒部市 音沢橋
鋼単純下路式トラス橋＋鋼単純合成鈑桁橋 橋長110m
（建設年：昭和46年）

修繕代行事業

H29 岐阜県中津川市 乙姫大橋
２径間連続トラス橋（上路式）＋単純鋼曲線箱桁橋 橋長317m
(建設年：平成8年）

修繕代行事業

H30 鹿児島県薩摩川内市 天大橋
PC連続ポステン箱桁橋＋プレテン中空床版橋＋プレテンＴ桁橋＋

ポステンＴ桁橋 橋長518m （建設年：昭和59年）
修繕代行事業

R1 静岡県吉田町 古川橋
３径間単純非合成H桁橋 橋長55m
（建設年：昭和44年）

修繕代行事業

R1 埼玉県秩父市 秩父橋
３径間連続RC開腹式アーチ橋 橋長135m
（建設年：昭和6年）

修繕代行事業

令和２年３月までに１２橋の直轄診断を実施し、修繕代行・補助事業で措置

直轄診断実施橋梁一覧表
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２巡目点検における定期点検の見直し
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橋梁点検における新技術の活用状況

※2019年度に点検を実施した地方公共団体のうち、
報告があった1,131団体を対象に算出。

活用検討状況 活用状況

0%

20%

40%

60%

80%

100% 【活用検討】
82団体
(7％)

【未検討】
1,049団体

(93％) 【検討したが非活用】
50団体
(61％)

【活用】
32団体
(39％)

1,131団体 82団体

〇２０１９年度の点検において、ドローン等の点検支援技術を活用した地方公共団体数は、橋梁
で３２団体。



点検支援新技術の活用

発注者受注者

活用技術を協議

活用技術を承諾

新技術の性能カタログ

新技術を選ぶ際に
性能確認の参考として活用

新技術の性能カタログ
確認のあった新技術の
性能確認に活用

新技術利用のガイドライン
定期点検業務の中で受発注者が確認するプロセスを整理

技術を活用 技術を確認

技術を選定
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平成31年2月28日 事務連絡

新技術利用のガイドライン（案）及び点
検支援技術性能カタログ（案）の策定
について

○定期点検業務の中で、受発注者間で使用する新技術を確認し、業務で活用
○受注者が業務計画書を作成する際や受発注者間で協議・承諾する際の参考となる

「新技術利用のガイドライン」・「新技術の性能カタログ」を作成
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点検支援技術性能カタログ（案）の策定・拡充
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定期点検で活用する技術のレベル分け（案）
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〇国総研では、既往の研究等をもとに
「道路橋の耐久性の信頼性向上における配慮事項に係るディテール集」を作成。

 共同研究で収集した研究成果や実施過程で収集した既往の研究、工夫を試みた事例
を整理

※国総研資料第1121号道路橋の耐久性の信頼性向上に関する研究の
参考資料１として、 国総研HPに掲載

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn1121.htm

①耐久性の信頼性を向上させるための配慮事項 79例

101例

②点検性を向上させるための配慮事項 6例

③維持管理性を確保するための配慮事項 8例

④耐荷性に影響を及ぼす可能性を少なくするための配慮事項 3例

⑤予防保全が可能とするための配慮事項 5例

設計・施工のちょっとした工夫で道路橋の長寿命化

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn1121.htm
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連結板周辺は滞水により腐食が発生しやすい 縁端形状を変えて検証実験

ディテール集にて縁端形状を両勾配にした連結板を例示

例１：鋼部材連結板の滞水防止による耐久性の信頼性向上
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桁端部と胸壁の離隔が狭く、点検が困難 模型を作成し、検証実験

ディテール集にて推奨する空間寸法を例示

例２：劣化が進みやすい桁端部の点検性向上
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近年の災害とその支援
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Ｈ２８ 熊本地震など災害調査派遣実績 ９回 のべ１９名

Ｈ２７ 台風１８号など災害調査派遣実績 ４回 のべ９名

「災害でも事故でも要請あらばすぐに参上」

Ｈ２９ 台風２１号など災害調査派遣実績 ４回 のべ８名

Ｈ３０ 北海道胆振東部地震など災害調査派遣実績 １０回 のべ１２名

Ｒ１ 台風１９号など災害調査派遣実績 ６回 のべ１８名

Ｒ２ ７月豪雨における災害調査派遣実績 ９回 のべ１９名



令和2年7月球磨川豪雨の被害
（熊本県道325号 相良橋）

令和2年7月球磨川豪雨の被害
（熊本県道17号 沖鶴橋）

１．橋梁流失
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海野宿

洪水により浸食

Ａ２橋台が転倒

橋梁の流出状況

しなの鉄道

２．橋梁基礎洗掘

令和元年台風19号の被害
（国道20号法雲寺橋）

沈下

令和元年台風19号の被害
（上三川町道 2-45号線 東蓼沼橋）

直接基礎の沈下

パイルベント橋脚の傾斜

傾斜

A2橋台転倒

令和元年台風19号の被害
（東御市道白鳥神社線海野宿橋）

橋台の転倒
（直接基礎）
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３．斜面上橋台不安定化

A1

令和元年度台風19号の被害
（国道361号権兵衛２号橋）

【約2ヶ月間の通行止めを実施】

平成26年の直接基礎の被害
（町道成香15号線伏見橋）

斜面の崩壊による不安定化
（単列深礎基礎）

橋台の崩落
（直接基礎）

36
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令和２年７月豪雨の被害と特徴
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National Institute for Land and Infrastructure Management, MLIT, JAPAN   国総研

令和２年７月豪雨における道路分野の活動状況＜緊急支援活動＞

・令和２年７月５日より、熊本県八代市、球磨村、人吉市で発生した球磨川に架る道路橋の被災状況
（上部工流失、橋脚転倒等）の調査を九州地方整備局、土木研究所とともに５回にわたり実施。

道路橋被災状況および国総研職員による調査

７月５日

７月７日

７月１０日

７月１０日

7/14国総研HP掲載
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R2 7月豪雨での球磨川渡河橋梁の被害

堤防の越水～橋台アプローチ部の流出、橋台基礎の洗掘も想定される
←今回の被害では、必ずしもそうなっていない

①深水橋

⑪相良橋
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仮説①：部位毎の強度の大小関係が鍵 かつ、防護柵が弱い方が有利

倒れた防護柵 or 多数の支承

倒れていない防護柵 or 少数の支承

無筋の下部構造

（写真は鉄道橋）

⑫球磨橋⑳人吉大橋

⑦鎌瀬橋 ⑭沖鶴橋

【流出を免れた橋】

【流出した橋】
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仮説②： 防護柵に作用する流水圧

上部工位置まで浸水しなければ
流出しない

トラスだからではなく、防護柵・
高欄の有無で、流水圧が大

（撮影日時：R2/7/4 15:09）国土地理院 令和2年7月豪雨に関する情報
https://www.gsi.go.jp/BOUSAI/R2_kyusyu_heavyrain_jul.html#3

浸水高さ

⑥葉木橋

④中谷橋

⑰西瀬橋

https://www.gsi.go.jp/BOUSAI/R2_kyusyu_heavyrain_jul.html#3
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分析方法： 統計ではなく性能＝「状況（外力）」 vs 「状態（抵抗）」

④転倒

②支承部の破壊
ボルト引き抜き等）

③橋脚のせん断･曲げ破壊
（圧壊･ひび割れ）

①防護柵の破壊

水位H 流水圧（流速V）

1. 水位H と 流速V を大きくしながら、①～④のどこが、どの程度
の流速で損傷するかを検討

2. 損傷に至らない流速での流水圧 と レベル２地震動 の比較
3. 防護柵の有無による効果の比較（防護柵を外す効果の検証）
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「道路構造物の悩みごと相談承ります」

－老朽化・被災時の地方自治体支援－

国土技術政策総合研究所

道路構造物研究部
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